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は しが き ､･ ■

1949年定訳大医学部山岡弘光博士邸で探黙され 良

学部申田伐力持教授をへで余に手交された吸血性昆虫が,

我由七は放る稚れとされてt､･るサンチョウ′,'ェであっ

て,その種類がZ:hteboLomzJisqzLamlrosEyisNeWste･ld

1923なる恥土光に報位したlJ. 1

東種は中国でI羊北)JL･:附近よりW.河方両へかけて室田ヒ

串原l三ひろく分和して至極菅通のものであるが,､彼他

では原則として同棲闇や偶虫項など冷血動物から吸血

L,L'人面を襲う如 r,.g5､ない｡従って Kala-azar症
の分布とは無田係とされて来た｡然るに末都の例は人

1細より吸血した (が故に発見された)こと故,彼地と

の交通が円閑される馳こはこの扶病の防疫上召･過する

ととが出来ないのみならず.よし現在の技にお互に期

先な交通は無く･皿叉此棚 ;我撃 Iモendehicでは
無し.めで防疫的に悪衣がうすいとしてもrその刺蟹に

よる痛梓が斑しく,しかもその斑 過が長びいて暁る不

快な虫であも2)以上 耶なる吸血昆虫と㌧てもぞの分
布及び生態は柿査する必要がおきて東るこ㌔_
そこで,一昨年本校控晶の手交をうけた勿 ,々取り

あえず山岡氏邸を中心に附近一円の住民の被FI調奄を一
行って見たが:何しろ本校が蚊の何分の-と言う小さ

さの上に:末都の地には元来悪性の7㌧が多 く,その

附 き状況と酷似している矧こ,廃赤稲梓等々の訴えC羊
山程あるが,果して本位に依るものやら､プユによるもー

のやら一向要領を得ないO:そこで昨 1950年度本虫の

i,i-ズンに,jJ.:都に於ける本位の生貸,就中その分布

状況を調査する邸にした｡ ′I ,
坤ひ洗都市相生局ゐ好芯L･によ()助手2名の捉供をう.

けたので,之を本位発現の揮発なるtLJ同氏邸に常'PTIIL,

発現と先負状況との関係の.7.11位や凝杓土拭小に於ける

幼虫の振吉相こ従叩せしめる臥 rJ･J邸よl)大作3杵の描

田内で之が珊災をrThしめた｡

､一九 校にも比べる如く,未-m-tの発租主税めて稀な

上に人家に飛来するのが 21時以m iJ卜に近い才.3,円
-ah'.にどの家にでも探鉱に人らしてもらうと云う訳に行
かないので,附迫にある);I:m学芸大学附践中学校入山
TL撒小学粗 鞄に音別ヒ謁等 判交の初出と従に命日rJ宅

'-･･tL

Lでの採集をも俵拭した｡是等標点の分群同定の毎にt主
市立紫野保健所の一室を相好出来た｡

今,'本稿を草するに当り,享夏にわ'たt)殆ど毎夜由･
,邪兇させて恥 ,た山岡博士を始め,一束都市相生鼠 療

:一野付班/rr,車芸大附巾,川雪路中,ねこ潮 ヒ高校の当
部孔 その他調査探iLiに協力された各位.特に克廊垂

芸大奥川教酪 FTtL]学生の川晩助手の京大医学部盤汎
木村の四氏に詑甚の謝.Cを炎す｡

'-I.分 布

さきに'も⊥寸触れた如く木組の発現が 21鴫以筏ゐ
/ 短い問であり.時刻が時刻だから多少心易い家だと七

もさうさう種皮張り込むわけには̀行かない｡一方生徒

諸矧ま全く素人な上にdt-illは7'ユよIPも小さいと云う

ておいた払 拭舗迭附される恕H.は功t'がエスリヰゐ
現であった｡それ故我々が閲見し1rJなかった糊桝には

.本税が払臥していないと(i決して由訊土Lu来ないあが

当然でほあるo

醜.し乍ら･ 鹿 の紙伽 胴でもnJ)か坤 りil頭
･矧こ木材を採nSL和たわは加茂川のh･粋で2ヶ所,左
枠七3ヶ所.tとごとくu瑚各桁を略中心とした厄轟

- 500.#の円内に左?⊂いる｡轟は伽然とし七̀片づけ畠
には余りにも生々しい｡

- 元来サS,チヨーサ/,'ェほ垂北では嚢河下流ゐ乾塊tj'

沖積平段め所産だが ; その幼虫ほ饗土性で.入熱三近I
･い水はけの好い肥沃な局地,例えば脚,家庭菜閑など-
:に払昆する｡そこで族称 打に於ても,'加茂川漁に高野

川にそうた沙他でしかも入射こ近く難関のある様な切

WTを虫として,止加茂から,下流は伏見研逃概の近所

までも招来したの1='牢･相見上告中 掛 瀧 田に后甲さ
れたIJfが判明したのだ｡

この理由は一寸判らない｡
従来本校の我国で捉処されたのは愛校町名2弧 山口

願1軌 群.馬賊1弧 計̀4桝にすぎか ､ので,赴等速

地に於る分布状況は比較のLようも蜘 ･｡.3;･胤 L･につ

､いて考えるに∴体躯微小で飛糊力も掛 ･未伽 !･d･くわ.
ら此地に居たものならは,加茂大橋以北,-加茂川と市

*昭和=十五年皮文部省科学研究費の補助を得た厚
く感謝するO
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野 川 に 因 ま れ た 三 角 地 背 , 所 謂 1職 の 地 一 円 に 分 布 し

て い る 甲 な ら ば 判 る ｡ あ の 広 い 加 茂 川 原 を こ え で 小 さ

く 固 ま っ て い る か ら 判 ら な く な っ て 来 る ｡ 山 空 路 楢 の

｢/ 近 所 は 地 質 的 地 形 的 , 入 寒 的 に 何 の 特 徴 も 無 い の だ ｡ノ

光 l土 も 述 べ .I=様 に , 本 虫 は 幼 時 土 鮎 に い る の 七 ,

故 時 中 , 或 は そ の 以 前 に 輸 入 羊 オンた 彼 坤 の 括 物 の 掛 こ

･で も つ い て 入 っ た と も 云 え よ う が , そ うすると愛払

- 山 口 や 群 屈 の 例 が 説 明 出 来 なくなる｡又,仮りにこの

磁 路 で 入 っ た に しても,山岡氏がこの取掛こ気がつか

れ て か ら 5 - 0年は革過しているから,'そり移入は可

I- 成 古 い こ と に なる｡且又,北東では家の高塀をさ.冬越
え て 飛 ぶ こ と の少いこの虫が100求め川原をこえで両

脚 こ ゐ る '説 明 はつかないこ､

之 を 封 す る に;現在までの_data-では,とり分布

け て 行 く と t R 息範因が班b.;る可能性も充分にあるO

2 . 7 粁 , ･ 誤 答 北門前の豊田の下宿 (二階)に自立サン二

チ ョ ウ バ ェ か 1頭さ､き込まれた｡-共析の凪胤ま北風だ

∴ っ 串 ｡ あ の 風 速だから此ク様な小さな虫が3粁位吹き

と は さ れ て 牢 たと一応考えても差支えは蝕かったが,
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今 年 も (7月 19日 20 時 )

亦 発見 され た の で , 黙 谷 只

如 望界隈 に も 注 出 す る 叫 が

確 実 とな っ た ｡

ES

一生 ~･･態

本 塩 は 野 が 餌 も 似 細 な 上

た 夜 間 箔 動 物 ゐ く せ に 背 光

性 で あ っ て . 垣 内 に 飛 凋 す

る 串 も 少 く , 野 外 観 察 亦 極

め て 困 難 軌 ､ そ の 生 態 は 今

の 所 余 り l よ っ き り し な し て ｡

一 昨 年 揃 比 後 1 2 軌 昨 'Q .

･15 頭 に す ぎ な い が , -.如 し て

こ ん な ! こ 少 い も の や ら , 暗

黒 の 野 外 に は 可 成 の 款 が 活

動 し て l l'る の や ら ,~ー 全 く 見

当 が つ か な い ｡ が , 一 応 判

明 し た 所 丈 を 記 瓜 し 七 見 よ

ち -｡ ＼

発 現 度 山 岡 申 こ よ る に .

例 年 6 _月 上 旬 か ら 9 月 下 旬

( 例 郎 ま 咋 LiF t享 0 月 5 日 ～

9 月 3 0 H , 本 年 初 見 は 0 JJ

1 日 ) ま で ,山 雄 L)に も ⊥

夜に3頭をこえることは柵
や 金 S,二ズンにわたって連日乃至数日おきに･1-2
頭 甲 5'ラダ字ーと出る｡梅雨窒けに一番多く,7月下旬
～ 甲血ま･-･時殆ど姿を治し･涼しくなって牧山て氷る所を見ると,年二回の発生らしい.-i,-x'ソに見得るのは30頭内外にすぎぬ｡､.
発現時間一一剛こ於る出現~(屋内に飛湖bて氷る)
時間は極めて短かく,_夏時間の2i.00-22.30,a)ち日没後1･5-3時間に取られる｡大体狩に3･スリ力対.
が一盛り出て夜-'Pに近ずくとチョウJ,'ェと入れ換申｡その入れ換り期990分程の問丈顔を出す｡任lL,時によれは苅昏から汚動もする｡北京でも大体5Iiのものではあったが,時々は午前2ニー3時頃或は日盛りの
14.00,前後たも活動していた｡
温準虚心現時の気温は270前接,P.矧ま70%前

後であるが,.矧ま是は此季節わとの時間の鼠も背血の
温既ゆえ･発現がこ?温浴皮に支配掛るのあー,そ叫
とも日没後の明るさ(むしろ曙さ)に彫留されるのか

､は判らない｡!般の他の昆虫と等しく,講I.L掛,.悶
｢如 才夜にはよく発現㌢るらしい｡
･光に対する友応背光性であって,40′JrJOW･の芯
灯照明で電球の50cm以内へ近寄るこt-は鈍い｡蛇
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妨1炎 .曳渦,式辞と発現Wl数 ∴.
(咋叩JJBfZ告の10粥での例)*

*II網 代邸室内の祝批 時間はサン1 .-タイムO

や神 E.に執 ヒし七いる場合懐中陀灯をむけると直ちに■l=
暗い方-飛び去る占飛和 コ ースはこの虫の常として決

して只一文g･七はなく,ノ軒頂の千鳥足の技にジグザグ

を固いている.●

従って,何故本校が夜間屋内に,しかも畔 9D分光

入って簸るのか,訳が判らない｡.うす明りが好きで入

って来る甲か,先桝を求めて来るの杭 屋外の;例えば

朽灯にひかれて間柱に喋っている拭な例は見なかつ隼

幼虫 山岡氏邸内で然るべき場所,-例えば脚の前や

菜閑などの土現をとり,常法に従って掛 唱 和や砂糖

液中に入れて黙土昆虫を班別,銭放したが,現在まで

の所木屯の幼虫は分部しそ!lなかった.今年以後引つir

いて̀由血 の探索に努め,ついでその防除に終り圧く思

う｡ ー

節 16 放 し /

女 冊

1)ISinJoda'0･:On5apnnesespeゃ s?IPhle-
hotomu主.Trams.ⅠてTLnSaiF.ntom.Soc.,XV,

12-'16(ln30),
2) 不和による被告状況は山岡氏が日下超草FP,

(VirllSに寄稿予定)0.

Rdsh血dJ /
ThedistributionofPhlebo10m uS Squamirostr2's

Nctvstcadinthecityofh'yotoislinlited_withinI

averylimitedarchofabout500metersdiaJmeter
ヽ

･encircling llridgelzumoii-overLKamoTRivez'･
Indil･idualslVhichflyindoorare'veryscarcさ.

Theycomeonlybetween 210'clockt0,22and､

hrf(sumrntehrlirme),or,onehalf.tothre占hour/S-

altersunset,room temperaturebeing 260-280,
∫

humidity 60-90/oo/.Theyarcapt-to■appearat-

humidandhotnightjuモtbcforcrainfall･They

havethenegati､･CphptOtrOP王sm. andJo.not

approaehtheelectrichrppsく40160W ･)･within
50cm. '.

.′ヽ
Sttldieson叫eInsecticidal-Actionof〝EAEDOEtTSO〝,phrymaleptostachyAI..
(Preliminaryreport)liir6shiil̂TSUẑ WA(iiiologiとallnstitute･Illiy･lZakitjniv･)Rccて

占ivedAugust20･1951･BotyIL-Kagah,I.16･-143･1931(WithEnglishrisum6146)･

24･ ハエ t=クックの殺虫性に関する研究 (予報)*松沢 発 く宵時大plJ.･々 芸tlL:印出物学数

式)26･9.･20受迅

緒 .冒

-エドクゾウ phrymaleL･losLachyaL, が∴ェ現

等に対して有田なる成分を含有すること4'ま可成古くか

ら知られていたようで,､現在でも之を用いて-ェ顎を

琴除している地方は可成多い｡本植物lミ対して人エド

クゾウなる和名が与えられているのもこうした事情に

よるものと考えられる｡しかるに一万位の研究者適の

間にも本枝物?殺虫嘆を疑へ 文は否定する瀦すらあ

るように考えられるので,-放て本研究を企てた女卯で

ある】｡木椀物に合すは れる殺虫成分の何たるかは未だ

不分娩のよ'ぅであるが,祁笑殺dl効力を和すろ成分が

多少あるという瑚 灸成約ま山口等 く1060).の研究でも

示され七いるが芯執 まもつと州 胡 な殺虫試験の実例

で之を以下に,示そうと.Rlう｡

′Ⅰ 突 放 方法 :

fW ･ほ先ず木枇物の何れの部分に馳 将 肋 ;あるカ;

を招来するために我執 即 ,収部を別々に托榔 辞
し.然る筏この絞り汁を 1;5の刑介で米粥と況合田

押野辞し之を以って実験に供した｡哀;験に位相した-

エ ドクソ.クは'A'崎牒北諸株郡地方に自生やるもので,

未だ花,詔を生ぜざるものであった｡供試昆虫として

は畠としてイェバェ Musca､dom-esticaL. く15時間

絶食)の成虫を使ったがJ常に 500cc広口瓶を位m

Lで行った｡実際の操作は広口HTLの巾に 5･し10占r一位

の前記供託剤を先物として入れ イエJl'ェ成虫を放ち.

死亡叉は唱例箔下ナるものを時間掛こ悶潤した｡

ⅠⅠ 奔放 成 紙

一木研矧 羊予備約枚窮であるのでIIAl次段階的に実的な

す めゝたので..順序に従ってこ にゝ成yltを読すことに
する｡,

:l･植物軸 部d殺虫性 -立 ドクソウの各部即ち

茶訊 望部4 (地上 10cm以上あ部分).笠部.Tl(地

上 5cm-10cm の部分),取部 (琉取)の4部分犬

}{のイ工,,'ェ成虫に対する殺虫性を前記方法によって

験した素糊王を流すと郡1米のようである｡

*宮崎大学や芸学部生物常数琵研究共折節25%'
ヽ
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